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「東北地方太平洋沖地震」の影響に関するお知らせ（第２報） 

 

平成23年３月11日に発生いたしました東北地方太平洋沖地震により被災された皆様には心よりお見舞い申しあげま

すとともに、被災地の一日も早い復興をお祈り申し上げます。 

当社は、地震が発生した３月 11 日に、社内に同日付で社長を本部長とする緊急対策本部を設置し、主に被害状況の

把握、対応策の検討等に努めてまいりました。当社グループの主力販売商品であるカーケア関連商品は、皆様に安全

で快適なカーライフをサポートすることが使命であると認識しております。このような状況下、一刻も早く全営業所

を再開し、安全で価値ある商品を提供することが当社の社会的責務であると考えております。 

当社グル－プの状況につきまして、３月 16 日の公表に引き続き、下記の通りお知らせいたします。 

記 

1. 被害の状況等について 

（１）人的被害の状況について 
３月 16 日に開示しましたとおり当社及びグループ各社の従業員についての人的被害は確認されてはおりません。 

（２）当社事業所の状況について 
当社の東北支店（青森・盛岡・山形・仙台・郡山）のエリアにおいては 11 日の震災発生以来、13 日間が経過

した現在でもライフラインの整備がなされず、営業活動が困難な状況にあります。 

しかしながら、23 日以降は休業状態であったサービスステーションの約６割が営業を開始しており、近日中

には約８割のサービスステーションが営業を開始されると予測されます。したがいまして、当社においても月

末近くには営業活動が再開される見通しとなりますが、顧客であるサービスステーションの被害が予想を遥か

に超えており、厳しい環境下での営業再開を余儀なくされることが予想されます。特に、太平洋側の津波によ

る被害により、盛岡、仙台、郡山エリアは顧客の減少は避けられない状況となりました。青森、山形エリアに

ついては、石油製品の輸送が正常に回復すれば、大きな影響はないものと予想されます。 

北関東・首都圏・南関東各支店におきましては、茨城エリアを除き石油製品の配送が正常化すれば営業活動は

通常通りとなる見込みで、現に 24 日以降より営業を再開するサービスステーションも多く、当月末から４月に

かけての受注状況も平常化しており、今週末以降は平常営業を実施いたします。 

但し、当社では被災地の救援活動を第一と考え、石油製品の輸送状況をも鑑み重厚謹厳にこの難局を乗り切っ

てまいります。 

2. 業績への影響について 

この地震による損害及び業績に与える影響は現時点では引き続き調査中であり、当期業績への開示すべき影響

が見込まれる場合には速やかに開示いたします。 

以 上 


